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施 

策 

関 

連 

山梨県 
科学技術 
基本計画 

成長促進分野 質の高い地域環境の保全・活用と健康増進分野 

取組項目 県民生活における安全・安心の確保に関する研究 

山梨県 
総合計画 

政策② 防災・減災、県土の強靭化 

12．富士山防災対策におけるソフト対策の推進 

その他 
部門計画 

富士山科学研究所第3期中期計画 

研究の背景・ 

ニーズ 

 

 本研究は R3 成長戦略研究「富士山の災害対応に資する管理者向け情報共有プラットフ
ォームの整備」（以下先行研究）の継続研究の位置付けとして、富士登山道の安全・安心実
現のための課題解決に取り組む。 
 富士山は日本の象徴として多くの外国人が訪れる、登山者の属性の特徴として日本一の
高さ故か登山初心者の割合が多い、山頂からの御来光を目的に夜間に移動する登山者が多
い、といった特殊性がある。一方で最近 300年以上噴火をしていないものの、過去には高
い頻度で噴火を繰り返してきた若い活火山でもあり、富士山が大勢の人で賑わう開山時期
に火山活動が活発化した際には、夜間に大勢の登山者を避難させる等、難しい対応を迫ら
れる可能性がある。 
 先行研究においてはこうした難しい状況への対応、つまり迅速な避難誘導を可能にす
るために必要な項目として、ひとつは富士山の登山道周辺における通信環境の現状と課
題、通信インフラの整備状況について、もうひとつは登山道管理の現状整理と、管理上
必要な情報共有のための仕組みを設計することを目的としていた。このうち通信環境に
関する課題については十分な検証ができ、今後のインフラ整備やネットワーク構築につ
いても現実味を帯びてきたことから、本研究においてはそのような通信プラットフォー
ムにおいて、既存のものを含めてどのようなツールを活用すれば良いかというソフト面
での課題に取り組む。この取り組みにおいては、先行研究で展開した一部のプラットフ
ォームを活用できる。 

研究目的 

 

 最終的な目標は『人が大勢集まる富士山で起こりうる「前兆現象から数時間での噴火」

に備え，短時間で大勢の登山客・観光客の避難誘導を迅速に行うための体制を整える』こ

とである。本研究ではその実現のため、迅速な避難誘導を可能にする、登山道安全管理者

のための効果的な情報共有コンテンツを整備する。 

研究目標 

 

 富士山において将来起こりうる火山災害に対応する上での課題解決のための研究を行

う。そのための重要な要件のひとつとして、登山道管理者らのスムーズな情報共有を可

能にするコンテンツの整備に取り組む。開山時期を利用した実証実験によりそれらのブ

ラッシュアップを図りつつ、将来において火山災害からの避難誘導に活用可能な情報共

有システムの全体像・設計を明確にする。 

研究全体の 

研究計画・ 

研究方法ならび

に研究体制 

(共同研究において

は、その必要性、

概要 本研究においては登山道管理者らと共に、災害対応のための情報共有ツールの開発
を行う。そのために以下の取り組みを進める。 
１．実証実験の設計と、衛星通信技術の検証 
 実証実験に参加可能な登山道管理者をグルーピングし、人員に応じた実証実験計画を定
める。実験項目の中に、新規に導入する衛星通信設備についての検証を含む。3 年間の本
研究期間をフルに活用して長期運用の検証を行う。この中で豪雨や強風、降雪などの影響
についても検証を実施する。 



研究分担者の役割

を記入) 

２．登山道安全管理情報共有のためのコンテンツ整備 
 災害現場においてスムーズな情報共有を図るため、多くの災害対応現場で活用されてい
るような地図ベースの情報共有コンテンツの整備・開発を行う。既存のものも含めた様々
なコンテンツをまとめたポータルサイトを整備し利用して貰う事で、それぞれのコンテン
ツの利用可能な場面や改善点等をフィードバックできる体制を整える。 
３．実証実験を通してのコンテンツのブラッシュアップ 
 開山期において、日常的に発生する低体温症などによる歩行困難者等対応や、普段の登
山道パトロール等において情報共有コンテンツを利用してもらう。コンテンツの良い点・
悪い点をフィードバックし改善に繋げる。 
４．アプリ・システムの将来設計・必要要件の整理 
 実証実験で得られた情報共有システムへの必要要件を整理する。開発済のコンテンツ
については要不要を判定、実現していない機能については開発可能かどうか、どの程度
の費用が必要かを検討。情報共有システムの設計を行う。 
 

前年の 

研究計画・ 

研究方法ならび

に研究成果 

（初年度の場合は

事前調査内容など

を記入） 

前年度の計画 

・通信の実証実験 

・情報共有のためのコンテンツ整備 

・アプリの導入 

前年度の成果 

・実用的なアプリの訓練への実践投入 

・情報共有ツールで使用できる情報基盤コンテンツの整備 

・登山者や観光客のための噴火警戒レベル引き上げ対応周知サイトの整備 

今年度の 

研究実施内容 

（研究計画・ 

研究方法） 

ならびに期待さ

れる研究成果 

・訓練を活用した通信実証 

・情報共有アプリの登下山道傷病者対応への実践運用 

・アプリやウェブベースの情報共有のためのコンテンツ整備 

・登下山道の避難計画作成 

これらの実現の結果、登山道周辺や市街地における防災対応におけるスムーズな情報共

有と、そのためのコミュニティ形成が促進される。 

最終的に 

期待される 

研究成果 

 富士山の噴火対応に備えつつ、噴火意外の災害等にも活かせる体制づくりが大きく前

進する。一方で、登山道管理者の災害情報共有をスムーズに行うことを可能にするデジ

タルツールは、外国人の多い富士山において多言語化への対応が可能であり、一部コン

テンツの一般開放によって登山初心者にとっても情報を受け取り易い仕組みに展開可

能。他の山域や国立公園等の管理にもアレンジできる。 
 

 


